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 10月 1日に日本弁護士連合会第 56回人権擁護大

会が幕張メッセで開催され、その第二分科会として『「成

年後見制度」から意思決定支援制度」へ』が行われまし

た。概要は竜円さんの報告に譲りますが、国内外の動

向や代表的な意見などが幾つもの企画によって紹介さ

れ、この問題に関心のある人にとっては濃いプログラム

となりました。また翌 2日には「総合的な意思決定支援

に関する制度整備を求める宣言」が可決されています。

当日資料の一部が日弁連のホームページに掲載されて

いるので、必要な人はアクセスしてください（総会・人権

大会のページ、会長声明・意見書のページをそれぞれ

参照）。 

 PACガーディアンズも国内活動のひとつとして話題提

供の機会があり、コミュニティフレンドを中心に紹介して

きました。コミュニティフレンド活動は意思決定支援を保

障するツールではありませんし、これがベストでもありま

せんが、福祉サービスや成年後見制度の狭間にあっ

て、これから整えていくべき方向のひとつを示唆するも

のであると思います。当法人の後見支援とともに一層充

実させていくべきと考えています。 

 

 

☘ ♡ 10周年を迎えて ♢ ♠ 
 当法人は 2005（平 17）年に NPO 法人格を取得し、現

在の基礎となる活動を始めました。それ以前の権利擁護

活動を数えるともっと長くなりますが、法人としては今年

で 10 周年となります。ご承知のとおり私どもの活動は成

年後見支援とコミュニティフレンドを大きな柱にしていま

す。いずれも皆様の支援をいただき、ここまでやって参り

ました。厚く御礼を申し上げます。 

 活動のひとつである成年後見についても 2000（平 12）

年からですので、相応の展開をしています。全国的にも

後見等の審判を受ける人は増え、それとともに当初より

はこの制度に対して現実的な受け止めと活用が行われ

るようになってきたのかもしれません。しかし同時に様々

な課題も見えてきました。国連・障害者権利条約との整

合性を確保するべく、抜本的な制度改正をする必要もあ

りますが、必ずしも容易ではありません。11 月 28 日の勉

強会では佐藤前理事長から課題の整理と示唆をいただ

く予定ですが、当法人としても障害のある方々にとっての

支援を検討し、活動を続けていきたいと思います。今後

ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いを申し上げます。 

PACガーディアンズ 理事長 名川 勝 

勝 「
日
本
弁
護
士
会
人
権
擁
護
大
会
第
２
分
科

会
に
参
加
し
て
」  

 
 
 

理
事 

 

竜
円
香
子 

 

そ
れ
は
「
成
年
後
見
制
度
」
か
ら
「
意
思
決
定

制
度
」
へ
と
い
う
刺
激
的
な
テ
ー
マ
の
分
科
会

で
し
た
。
会
場
は
幕
張
メ
ッ
セ
。
第
２
分
科
会
に

は
、
千
名
以
上
の
人
が
参
加
、
会
場
に
入
り
き
ら

ず
、
ま
た
分
厚
い
冊
子
は
早
々
と
完
売
。 

権
利
条
約
を
批
准
し
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
問

わ
れ
続
け
て
い
た
成
年
後
見
制
度
の
見
直
し
が

い
よ
い
よ
本
格
的
に
な
る
こ
と
へ
の
関
心
の
強

さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
肌
で
感
じ
ま
し
た
。 

 

意
思
決
定
支
援
重
視
の
視
点
か
ら
制
度
の
見

直
し
が
ど
う
な
さ
れ
て
い
く
か
、
弁
護
士
会
と

し
て
い
く
つ
か
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
総
合
支
援
法
の
３
年
後
の
見
直
し
に
も
後
見

制
度
と
意
思
決
定
支
援
が
重
点
項
目
の
１
つ
に

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
は
「
後
見
制
度
の
利
用

促
進
」
は
い
っ
た
ん
、
置
い
て
、
こ
の
際
、
徹
底

的
に
制
度
の
見
直
し
を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
障
害
者
後
見
の
場
合
、
一
度
つ
け
た
ら
、

長
い
間
、
本
人
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
人
生
の
節
目
や
変
化
を
も
た
く
さ
ん

経
験
し
て
い
く
中
で
、
後
見
制
度
で
縛
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
本
当
に
必
要
な
事
・
必
要
な

時
期
を
限
定
す
る
、
「
小
さ
な
成
年
後
見
制
度
」

へ
と
い
う
弁
護
士
会
の
提
言
に
、
私
は
共
感
を

覚
え
ま
し
た
。 

 

た
く
さ
ん
の
示
唆
や
提
言
の
中
で
、
今
回
、
言

及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
後
見

報
酬
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
長
期
に
な
れ
ば
、
本

人
の
よ
り
充
実
し
た
生
活
を
奪
う
も
の
に
な
り

か
ね
な
い
、
ま
た
私
達
が
大
い
に
期
待
し
た
身

上
監
護
も
裁
判
所
か
ら
は
ほ
ぼ
問
わ
れ
な
い
、

そ
れ
ら
の
こ
と
も
、
是
非
、
検
討
課
題 

に
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。 

  

PACガーディアンズ 理事長 名川 勝 
E-mail i n fo@pacg . jp  
ホームページ http://pacg.jp 
☎ 047-407-4441  
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今
年
、
２
人
の
お
母
さ
ん
を
見
送
り
ま

し
た
。
父
親
は
す
で
に
亡
く
、
知
的
障
害

の
あ
る
子
供
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
家
は

処
分
さ
れ
、
長
い
休
み
が
あ
っ
て
も
、
入

所
施
設
か
ら
帰
る
家
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
な
ん
だ
か
切
な
い
。
と
は
い
え
、
遺

族
も
高
齢
で
は
空
き
家
の
管
理
は
で
き

な
い
か
ら
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。
親
亡
き

後
は
、
想
像
す
る
の
と
目
の
当
た
り
に
す

る
の
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
し
た
。
一
体

何
を
残
し
た
ら
安
心
し
て
旅
立
て
る
の

で
し
ょ
う
。
こ
の
２
例
に
は
育
成
会
の
仲

間
が
い
ま
し
た
。 

 
 

 

  

PACガーディアンズからご案内 

法人設立 10周年記念 定例勉強会 

・テーマ 「日本の成年後見制度の

これからを考える」 
・講師 佐藤彰一氏 
・日時 平成 27年 11月 28日 14時 
・会場 千葉市美浜福祉センター 
・参加費 500円 
 
ＰＡＣガーディアンズ本部 

船橋市障害者成年後見支援センター 
273-0005 船橋市本町６-３-１  
レックスマンション６０２ 

☎ 047-407-4441 
📠 047-407-4860 
   

➷ ≪ある日の後見事務執行者日誌から・・・≫ ➸   ➷   ➹   ➷  ➸ 

 

 

 

珍
言
采 

 

両
人
と
も
入
院
中
は
仲
間
が
見
舞
い
、 

子
供
の
話
を
し
、
葬
儀
も
手
伝
い
ま
し
た
。

何
を
残
す
の
が
最
良
か
。 

ど
う
や
ら
親
身
に
な
っ
て
く
れ
る
赤
の
他

人
の
存
在
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

 

後
見
人
の
働
き
ぶ
り
を
見
た
り
、
子
供
の

様
子
を
気
に
か
け
た
り
。
本
当
に
あ
り
が
た

い
。
た
だ
、
赤
の
他
人
は
迷
い
ま
す
。「
自
分

は
何
の
立
場
で
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
か
、

す
る
の
か
」
と
。
肩
書
き
の
無
さ
が
辛
い
。 

 

そ
れ
で
も
、
故
人
の
生
前
の
人
と
な
り
が

赤
の
他
人
を
親
身
に
さ
せ
る
気
が
し
ま
す
。 

 

 

自
分
は
大
き
な
病
院
の
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
が
な
い
の
だ
け
れ

ど
・
・
・
。
病
も
あ
り
２
つ
の
病
院
で
、

「う
ち
で
は
診
れ
ま
せ
ん
」と
断
ら
れ

ま
し
た
。
３
つ
め
の
病
院
で
や
っ
と

受
診
。
手
術
が
必
要
と
の
こ
と
。
こ

の
ま
ま
だ
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
か
、
入
院
期
間
は
ど
の
く
ら
い
か

等
医
師
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ご
本
人
一
人
で
は
、
説
明
が
頭
に
残

ら
な
い
の
で
一
緒
に
伺
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
検
査
も
受
け
ま
し
た
。

長
い
待
ち
時
間
…
。
先
生
に
何
を
聞

こ
う
か
と
の
話
は
そ
こ
そ
こ
。
ご
本

人
と
他
愛
も
な
い
会
話
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
会
話
の
中
で
、

普
段
の
ご
本
人
の
様
子
・
考
え
方
・

そ
の
人
に
歴
史
あ
り
・
な
る
ほ
ど
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
病
院
近

く
の
パ
ン
屋
さ
ん
。
「
匂
い
が
あ
ま

り
よ
く
な
い
か
ら
、
き
っ
と
お
い
し

く
な
い
で
す
よ
」
の
ご
本
人
の
話
。

本
当
に
お
い
し
く
な
か
っ
た(

笑)

。 
月
一
度
の
事
務
所
で
の
面
談
で
は

見
せ
な
い
笑
顔
。
な
か
な
か
貴
重
な

時
間
で
し
た
。 

 
 
 
 

和
田 

 

親
身
に
な
っ
て
く
れ
る
赤
の
他
人
は
い
ま
す
か
（
理
事 

久
保
田
美
也
子
） 

♪ 娘と音楽 ♬   PACｇ理事 染谷映子 
この秋38歳になる娘は重度知的障害を伴う脳性麻痺。生活の

ほぼ全てに介助が必要で、言葉での意思表示が出来ません。 

通所事業所に通い、仲間と過ごす時間を楽しんでいますが、も

う一つ、別の楽しみが有ります。週 1 回の個別プログラムと月 2

回のグループセッションによる音楽療法です。部屋に入ると挨拶

もそこそこに、どの楽器を使ってどんなリズムを奏でたいのか

を、目と態度でセラピストに伝えます。上手く波長が合うと心地

よい演奏と、時には歌まで聞こえます。 

音楽を通してセラピストと語り合い、響き合い、共感したり、時

にはぶつかりながら、自信を持って自分を表現出来る様になりま

した。終わった時の誇らしげな満足仕切った表情に、私も幸せに

なってしまいます。いつか親が居なくなってしまった時に、こん

な親ばかな気持ちになって、寄り添い見守ってくれる人が居てく

れたら…というのが本音です。まぁ、無理な話ですけどネ。 

 

 

、 

 ４月から  

「ともだちカフェ」を中心にコーデ

ィネーターとして活動している髙

木由梨です。 

「ともだちカフェ」は、４月から月

２回土曜日に開けていますが、多い

ときで 20 人程度が事務所に集ま

ります。 

カフェに来てくれている湯井千

代子さんに「ともだちカフェ」のい

いところってどんなところ？と聞

いてみると、「職場や家では決まっ

た人としか話せない」「カフェはい

ろんな人と話せるから楽しい」と話

してくれました。 

これからも、「ともだちカフェ」は、

来てくれるみんなが安心して自分

を出せるような場でありたいと思

います。右の写真の日のカフェには

楽しい絵本を読んでくれる方がい

ました。     

 

 

 

ともだちカフェでは、 

「はじめまして！」の人も「久

しぶり‼」の人も「また会った

ね❣」の人もいます。初めは緊

張していてもだんだんとそれ

がほぐれていき、その人「らし

さ」が見えてくると、私たちも

嬉しくなります。 

何か特別なものがあるわけじ

ゃないけど、ふらっと来て、ほ

っと自分らしくのんびりでき

る場所でこれからもありたい

と思います。カフェの日程等                

 
お気軽にコーディネーターま

でお問合せください。(高木) 

☆ 電話：090-4429-6542 ☆ 
 


